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From Parliament SHUHO 議会だより　秀峰
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第151号

平成29年3月定例会

第 469 回（平成 29 年１月）臨 時 会
　１月 30 日開会、会期は１日間、議案第１号　28 第 10 −６号　28 災第 410 号町道川口南式岩線
道路災害復旧工事請負契約についてを可決し閉会した。

第 470 回（平成 29 年３月）定 例 会
　３月６日開会、３月 17 日までの 12 日間の会期、副議長選挙、各常任委員会委員、議会運営委員会
委員及び、広報編集特別委員会委員の選任、町長提出の平成 29 年度当初予算をはじめ、平成 28 年度
補正予算、条例など 21 件を可決、固定資産評価審査委員会委員の選任、議会議員派遣に関する決議、
継続審査・調査付託を決定し、閉会した。

　３月５日付で重森一宗副議長から辞職願いが提出され、佐藤
德治議長が辞職を許可し、６日の本会議において副議長選挙を
実施した結果、藤丸髙德氏が副議長に当選した。

副議長選挙の結果
　藤丸 髙德 …… ５票　／　西村 正尚 …… ５票

※同数であり抽選の結果、藤丸髙德氏当選

就任あいさつ 

　このたび不肖私、議員の皆様方のご推
挙をいただきまして、副議長という大変
責任のある要職に就任をさせていただ
くことになりました藤丸髙德でございま
す。議長、議員の皆様のご指導、ご鞭撻
をいただき一生懸命努力する所存であり

ます。ことわざで、見ざる聞かざる言わざるという言葉
がありますが、私はさまざまなことを見、見聞を広め住民
の方々の意見を聞き、町執行部に提言をしてまいりたいと
考えています。本町においては過疎高齢化が進行し、昨年
の国勢調査の公表では、4,000 人を割るショッキングな出
来事があり、集落の存続に大変不安を持っております。こ
のような状況下でありますが、共に歩み町発展に努力する
所存であります。未熟ではありますが、よろしくお願い申
し上げ、副議長就任のあいさつとします。

総務産業建設常任委員会
　委 員 長　　上池　如夫
　副委員長　　佐々木文三
　委　　員　　藤丸　髙德 
　委　　員　　重森　一宗  
　委　　員　　西村　正尚

教育民生常任委員会
　委 員 長　　三谷幸一郎
　副委員長　　小笠原妙子
　委　　員　　前野　由和 
　委　　員　　佐藤　德治  
　委　　員　　今井　安博

議会運営委員会
　委 員 長　　重森　一宗　
　副委員長　　今井　安博
　委　　員　　佐々木文三 
　委　　員　　三谷幸一郎  
　委　　員　　前野　由和
　委　　員　　上池　如夫

広報編集特別委員会
　委 員 長　　西村　正尚　
　副委員長　　小笠原妙子
　委　　員　　藤丸　髙德 
　委　　員　　三谷幸一郎  
　委　　員　　佐藤　德治

藤丸髙德副議長就任 委員会委員の選任
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一般会計の主な財源（歳入）

◇国庫補助金… … 社会資本整備総合交付金 2,587 万 5 千円等の減額により、2,646 万 7 千円の減額。
◇県支出金	��  高知県造林事業費補助金 781 万 9 千円、中山間地域生活支援総合補助金 2,061 万 6 千円等の減

額により、4,724 万 1 千円の減額。
◇町債	����  林業施設整備事業債 6,490 万円、消防施設整備事業債 2,470 万円等の減額により、1 億 3,530

万円の減額。

主な使いみち（一般会計歳出）
　簡易給水施設整備工事費 3,200 万円、森林組合支援事業費補助金 6,490 万 6 千円、橋梁長寿命化修繕測量委託料
3,900 万円、消防屯所整備工事費 2,390 万円、農林水産施設災害復旧費 2,800 万円等の減額。

平成 28 年度補正予算（賛成・全員）

平成 29 年度当初予算（賛成・全員）

（単位：千円）

☝目指せ！！「住んで良かった大豊町」
　自然や山村ならではの素晴らしい環境を活かした取り組みにより、我々の大切な宝物である「たくましい
生産の営み」と「おだやかな生活の営み」に支えられた「山村の営み」を守り育み、環境世紀にふさわしい
元気な山村の再生、大豊に暮らすすべての人々が「ゆとり」を実感し、大豊を訪れるすべての人々が「ゆとり」
を体感できる「ゆとりすとカントリーおおとよ」の実現に向け、山村のトップランナーを目指して。

一般会計の主な財源（歳入）
◇地方交付税… ………18億 7,300万円（前年度比△2.5％、4,900 万円減）
◇臨時財政対策債… …１億1,290万円（前年度比△5.5％、660 万円減）
◇町税… ………………３億3,560万円（前年度比 2.2％、712 万１千円の増）
◇国庫支出金… ………２億6,610万７千円（前年度比△53.6％、３億 783 万４千円の減）社会資本整備総合交付金等の減。
◇県支出金… …………４億716万７千円（前年度比△9.9％、4,482 万４千円の減）

空き家再生等推進事業費補助金の皆減、中山間地域生活支援総合補助金の減。
◇諸収入… ……………２億1,550万１千円（前年度比 54.6％、7,603 万７千円の増）貸付金元利収入の増。

一般会計の主な使いみち（歳出）
◇人件費… ……………８億3,426万９千円（前年度比 2.1％、1,681 万４千円の増）給与改定等により増。 
◇物件費… ……………７億6,767万７千円（前年度比△12.9％、１億 1,322 万５千円の減）橋梁長寿命化修繕点検委託料等の皆減。
◇扶助費… ……………３億4,806万５千円（前年度比 23.0％、6,517 万９千円の増）老人ホーム入所措置委託料等の増。
◇補助費… ……………７億7,460万１千円（前年度比△2.9％、2,342 万４千円の減）嶺北広域行政事務組合負担金（大豊園）の皆減等。
◇普通建設事業費… …８億1,711万２千円（前年度比△26.5％、２億 9,436 万８千円の減）旧大田口小学校改修工事等の皆減。
◇災害復旧費… ………4,600万円（前年度比△33.2％、2,288 万８千円の減）公共土木施設災害復旧費等の減。 
◇貸付金… ……………１億2,402万円（前年度比△8.8％、1,198 万円の減）森林組合運営資金貸付金の減。
◇公債費… ……………４億550万 5千円（前年度比△4.9％、2,079 万２千円の減）
◇積立金… ……………2,010万７千円（前年度比△51.1％、2,098 万４千円の減）過疎地域自立促進特別事業基金積立金の減等。
◇繰出金… ……………３億5,134万円（前年度比△5.3％、1,947 万６千円の減）簡易水道事業特別会計繰出金の減等。

会　　　計 補正額 補正後の額
一 般 会 計 （ ６ 回 ） △ 2 億 2,802 万 2 千円    51 億 9,152 万 3 千円
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 （ ３ 回 ） 1,656 万 8 千円 8 億 8,528 万 8 千円
介 護 保 険 （ ５ 回 ） 1,674 万 9 千円 7 億 8,923 万 1 千円
簡 易 水 道 事 業 （ ２ 回 ）  905 万 7 千円 1 億 5,786 万 8 千円 

（単位：千円）

会　　　計 本年度予算額 前年度当初予算額 比　較
一 般 会 計   45 億 189 万 6 千円   49 億 5,975 万円 △ 4 億 5,785 万 4 千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 8 億 4,288 万 1 千円 8 億 5,136 万 4 千円 △ 848 万 3 千円
介 護 保 険 8 億 1,098 万円 7 億 3,147 万円 7,951 万円
後 期 高 齢 者 医 療  9,742 万 3 千円  9,990 万 5 千円 △ 248 万 2 千円
簡 易 水 道 事 業 2 億 3,427 万 3 千円 1 億 6,685 万 6 千円 6,741 万 7 千円
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大
豊
町
簡
易
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

及
び
大
豊
町
簡
易
給
水
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
賛
成
・
全
員
）

○
大
豊
町
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

岩
原
地
区
簡
易
水
道
施
設
を
簡
易
給
水
施
設
に
、上

桃
原
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
を
簡
易
水
道
施
設
に

移
管
、こ
れ
に
伴
い
大
豊
町
簡
易
給
水
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、岩
原
地
区
簡
易
給
水
施
設
、和
田
地
区
簡
易
給

水
施
設
を
設
置
す
る
。

大
豊
町
福
祉
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
賛
成
・
全
員
）

○
高
校
生
世
代
ま
で
医
療
費
無
料
化

４
月
１
日
か
ら
子
ど
も
の
福
祉
医
療

費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を
18
歳
到

達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
拡
大
す

る
。
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、健
康

保
険
が
適
用
さ
れ
る
入
院
・
通
院
医

療
費
の
自
己
負
担
分
。

（
※
就
労
、婚
姻
さ
れ
て
い
る
方
は
、

対
象
外
。）

平成 28 年度完成の和田地区簡易給水施設

乳幼児医療費受給者証

28
第
10–

６
号

28
災
第
410
号
町
道
川
口
南
式
岩
線

道
路
災
害
復
旧
工
事

請
負
契
約
（
賛
成
・
全
員
）

１　

契
約
の
目
的

	

28
第
10–

６
号

	

28
災
第
410
号
町
道
川
口
南
式
岩
線

	

道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約

２　

契
約
の
方
法

	

指
名
競
争
入
札

３　

契
約
金
額

	

７
３
４
４
万
円

４　

契
約
の
相
手
方

	

大
豊
町
戸
手
野
１
３
６
０
番
地

	

株
式
会
社
香
川
建
設

	

代
表
取
締
役　
　

香
川　

豊
彦

契 

約 

の 

締 

結 

主
な
条
例
改
正
等

第
469
回
臨
時
会

第
470
回
定
例
会
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○
建
物
火
災
発
生

　

１
月
17
日
に
穴
内
二
区
に

お
い
て
住
宅
火
災
が
発
生
し
、

住
宅
２
棟
が
被
災
を
い
た
し

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、消
火

活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い

た
嶺
北
消
防
本
部
、消
防
団
の

皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

○
高
知
県
自
主
防
災
組
織

　

知
事
表
彰

　

岩
原
・
筏
木
・
西
峰
三
谷
地

区
の
自
主
防
災
組
織
が
地
区

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
等
を
通
じ
た

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、
知

事
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
３

月
21
日
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
区
の
自
主
防
災
組
織

に
つ
き
ま
し
て
は
、災
害
へ
の

早
期
対
応
で
、町
が
進
め
て
い

る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
、地
区
単

位
で
協
力
し
て
作
成
す
る
な

ど
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
住

民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力

を
活
か
し
、先
進
的
な
取
り
組

み
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
地

区
が
表
彰
を
さ
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

○
嶺
北
消
防
署

　

大
豊
分
署
移
転

　

４
月
４
日
か
ら
、大
豊
町
総

合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
隣

に
移
転
を
し
、消
防
署
業
務
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

○
山
荘
梶
ケ
森
の

　

指
定
管
理
終
了

　

指
定
管
理
受
託
者
の
申
し

出
に
よ
り
、本
年
３
月
31
日
を

も
ち
ま
し
て
指
定
管
理
期
間

を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

○
原
野
火
災
発
生

　

３
月
７
日
に
怒
田
に
お
い

て
小
規
模
な
原
野
火
災
が
発

生
し
、440
平
方
メ
ー
ト
ル
を
焼

失
し
ま
し
た
。
消
火
活
動
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
嶺
北

消
防
本
部
、消
防
団
の
皆
様
方

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
29
年

第
469
回
１
月
臨
時
会

平
成
29
年

第
470
回
３
月
定
例
会

行 
政 
報 

告

行 

政 

報 

告
岩﨑憲郎 町長
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穴
内
地
区
の
テ
レ
ビ
共
聴

施
設
整
備
補
助
金
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、町
内
の
各
共
聴

施
設
は
、個
々
に
共
聴
施
設
の

組
合
が
あ
り
、
各
組
合
で
場

所
、地
形
と
か
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
全
部
の

共
聴
施
設
を
一
律
に
考
え
て

い
る
の
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
宮
内
伸
彦
総
務
課
長

　

基
本
的
に
、今
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共

聴
で
の
穴
内
地
区
の
整
備
に

は
、１
戸
数
あ
た
り
２
万
８
千

円
の
自
己
負
担
を
考
え
て
い

る
。
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

も
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
施
設
、自
主

共
聴
施
設
を
含
め
、
こ
れ
が

ベ
ー
ス
の
考
え
方
に
な
っ
て

の
補
助
に
な
る
。

な
っ
た
た
め
、介
護
事
業
所
が

今
回
導
入
を
見
送
り
減
額
と

な
っ
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
前
野
由
和
議
員

　

平
成
28
年
度
予
算
と
比
較

す
る
と
人
口
が
減
少
す
る
中
、

町
税
が
増
額
予
算
と
な
っ
て

い
る
が
、そ
の
説
明
を
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
今
井
達
也
住
民
課
長

　

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
数
年
間
98
％
を
超
え
る

徴
収
率
で
あ
り
、現
実
に
近
い

予
算
計
上
を
し
た
結
果
の
増

額
。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、新
築
家
屋
の
増
で
、固
定

資
産
税
の
増
額
計
上
を
行
っ

て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
藤
丸
髙
德
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
に

つ
い
て
、も
っ
と
幅
広
く
Ｐ
Ｒ

を
し
、高
い
目
標
を
持
っ
て
予

算
計
上
は
で
き
な
い
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
平
成
29
年

度
か
ら
は
簡
単
に
納
税
手
続

き
が
で
き
る
よ
う
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
中
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
を
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
前
野
由
和
議
員

　

保
育
所
使
用
料
の
支
援
拡

大
の
内
容
は
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

１
歳
児
か
ら
４
歳
児
の
保

育
料
を
、そ
の
年
度
内
に
納
入

し
た
保
育
所
使
用
料
の
額
に

対
し
て
、大
豊
町
商
工
会
の
商

品
券
で
50
％
還
元
を
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

宮内伸彦
総務課長

上池如夫議員

大石雅夫
教育次長

　

平
成
26
年
度
の
災
害
を
、

早
く
工
事
発
注
で
き
な
か
っ

た
理
由
は
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

施
工
方
法（
地
滑
り
判
定

等
）を
決
定
す
る
調
査
に
不
測

の
日
数
を
要
し
た
た
め
で
あ

る
。

▽
藤
丸
髙
德
議
員

　

現
在
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
さ
れ
て
い
る
方

は
何
人
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

11
月
30
日
時
点
で
、申
請
が

507
件
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
藤
丸
髙
德
議
員

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
予
算
が

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
に

つ
い
て
説
明
を
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
今
井
達
也
住
民
課
長

　

介
護
事
業
所
が
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
２
台
を
要
望
し
て
い

た
が
、
全
国
で
応
募
し
た
結

果
、
希
望
事
業
所
が
多
数
あ

り
、補
助
割
合
が
減
額
さ
れ
、

事
業
者
の
負
担
が
大
き
く

第
469
回
臨
時
会

第
470
回
定
例
会

主 
な 

質 

疑

主 

な 

質 

疑
藤丸髙德 議員小林雅文

産業建設課長

今井達也
住民課長

共
同
受
信
施
設
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本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、

指
定
管
理
期
間
を
終
了
す
る

と
行
政
報
告
が
あ
っ
た
、山
荘

梶
ケ
森
の
、今
後
の
運
営
見
通

し
は
ど
う
な
る
か
。

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
な
ど
に

検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

現
在
の
段
階
で
は
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
小
笠
原
妙
子
議
員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、何

年
計
画
と
か
、計
画
性
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、地

方
で
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
す

人
を
受
け
入
れ
る
制
度
で
あ

り
、来
年
度
は
、福
祉
、林
業
、

農
業
の
３
分
野
で
10
人
の
募

集
を
予
定
し
て
お
り
、基
本
的

に
任
期
が
３
年
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
藤
丸
髙
德
議
員

　

中
学
校
費
の
屋
内
運
動
場

の
改
修
修
理
を
計
上
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
必
要

で
改
修
工
事
を
行
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、昨
年

調
査
し
た
プ
ー
ル
も
老
朽
が

進
ん
で
い
る
。
早
急
な
修
繕

も
し
く
は
改
修
工
事
の
計
画

は
あ
る
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

教
育
委
員
会
定
例
会
の
中

で
も
議
論
を
し
、プ
ー
ル
の
改

修
工
事
は

必
要
と
認

識
し
て
い

る
が
、
何
年

度
に
改
修

工
事
を
す

る
か
は
決

ま
っ
て
い

な
い
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任（
賛
成
・
全
員
）

西村正尚 議員

池添修一
教育長

三谷淳
プロジェクト推進室長

山荘梶ケ森

小中学校使用のプール

人 

事 

案 

件
住　

所	

大
豊
町
筏
木
56
番
地

氏　

名	

小お
が
さ
わ
ら

笠
原　

征せい
た
ろ
う
太
郎
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「
地
方
創
生
交
付
金
」

の
獲
得
状
況
は
、地
方
創

生
推
進
交
付
金
は
地
方

の
要
望
を
反
映
し
た
使

い
勝
手
の
良
い
も
の
に

改
善
さ
れ
た
と
聞
く
が
、

申
請
額
は
確
保
さ
れ
た

の
か
聞
く
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

２
月
に
新
年
度
事
業

計
画
に
基
づ
く
申
請
を

行
い
、
５
月
の
交
付
決

定
待
ち
と
な
っ
て
い
る
。

新
年
度
予
算
に
関
連
事

業
を
計
上
し
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
前
野
由
和
議
員

　

地
方
交
付
税
は
、国
に

い
っ
た
ん
集
め
ら
れ
た

財
源
が
地
域
間
格
差
を

是
正
す
る
措
置
と
し
て

の
数
値
に
よ
っ
て
交
付

配
分
さ
れ
る
も
の
で
地

方
の
固
有
の
財
源
で
あ

る
が
、
住
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
経

費
か
ら
、も
っ
と
も
効
率

的
に
実
施
し
た
自
治
体

を
モ
デ
ル
と
す
る
方
式

を
導
入
す
る
項
目
追
加

が
図
ら
れ
て
い
る
。
必

要
性
か
ら
で
は
な
く
て

成
果
が
評
価
基
準
に
占

め
る
割
合
を
高
く
す
る

事
業
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
本
町
の
よ
う

な
広
い
面
積
と
急
峻
な

地
形
で
人
口
減
に
突
入

し
て
い
る
中
、効
率
化
の

方
策
も
な
く
、数
値
に
よ

る
成
果
も
望
め
な
い
状

況
下
で
の
対
応
を
聞
く
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

地
方
交
付
税
に
は
、財

源
保
障
機
能
が
あ
り
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式

（
評
価
基
準
）
も
、
財
源

保
障
機
能
が
適
切
に
働

く
こ
と
を
前
提
と
受
け

止
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

▽
前
野
由
和
議
員

　

町
が
運
営
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
が
、
平

成
30
年
度
に
県
と
の
共

同
事
業
に
な
り
、
保
険

料
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
一
般
財
源
を
繰
り

入
れ
て
い
る
市
町
村
が

多
い
。
国
は
一
定
の
財

政
支
援
を
す
る
か
ら
と

都
道
府
県
化
へ
の
誘
引

を
し
て
き
た
が
、全
国
の

自
治
体
が
ル
ー
ル
外
で

一
般
会
計
か
ら
国
保
会

計
へ
繰
り
入
れ
、総
額
は

２
千
億
円
を
超
え
て
い

る
。
国
保
へ
の
国
の
支

援
は
、今
年
度
分
を
含
め

て
１
千
７
百
億
円
の
基

▽
前
野
由
和
議
員

　

平
成
29
年
度
よ
り

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
が
全

国
一
律
の
制
度
か
ら
町

独
自
の
事
業
に
移
行
す

る
こ
と
に
な
る
。
一
年

前
か
ら
介
護
更
新
・
新

規
認
定
の
際
に
漸
次
実

施
し
て
き
た
よ
う
で
あ

る
が
経
過
を
聞
く
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、新
規

介
護
認
定
や
更
新
の
際

に
要
支
援
１
・
２
に
該

れ
の
地
域
、
自
治
体
に

よ
っ
て
違
う
わ
け
で
あ

り
、有
利
に
展
開
で
き
る

制
度
は
有
利
に
展
開
し
、

不
利
に
な
る
点
に
つ
い

て
は
、地
方
の
実
情
を
機

会
あ
る
ご
と
に
丁
寧
に

説
明
を
し
、
意
見
を
届

け
る
。

金
で
あ
り
、当
然
不
足
額

が
あ
る
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
制
限

さ
れ
る
と
、そ
の
分
国
保

税
額
は
引
き
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
の
結
果
、保
険
料
徴
収

の
強
化
や
費
用
を
抑
制

す
る
た
め
の
努
力
が
課

せ
ら
れ
て
く
る
こ
と
に

な
る
。
国
庫
負
担
の
増

額
と
医
療
を
受
け
る
権

利
を
保
障
し
住
民
負
担

を
軽
減
す
る
繰
り
入
れ

措
置
な
ど
も
含
め
て
特

段
の
努
力
を
要
請
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

国
民
皆
保
険
制
度
を
、

今
後
、持
続
し
て
い
く
た

め
の
改
革
で
あ
り
、等
し

く
医
療
の
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
な
ど
、地
域
の
実

情
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

に
意
見
も
届
け
、良
い
制

度
に
な
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
繰
り
入
れ

措
置
に
つ
い
て
は
、サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
人
が
限

ら
れ
た
制
度
で
あ
る
の

で
、無
制
限
の
法
定
外
繰

り
入
れ
で
な
く
、可
能
な

限
り
の
対
応
と
考
え
て

い
る
。
本
来
制
度
は
制

度
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
く
努
力
を
す
る
の
が

第
一
で
あ
る
。

（
一
般
質
問
）

町
政

問
う

を

Q
A1

Q
A2

Q
A3

新
年
度
予
算
を
問
う

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
や

成
果
主
義
へ
の
対
応
を
聞
く

地
域
の
声
を
届
け
る

広
域
化
で
町
の
国
保
は
ど
う
な
る
か

制
度
を
維
持
し
て
い
く

公
的
介
護
は
維
持
で
き
る
の
か

地
域
支
援
事
業
の
今
後
が
不
安
で
は

順
調
に
移
行
し
つ
つ
あ
る

問

問

問

答

答

答

前野由和 議員

当
す
る
利
用
者
は
、一
年

前
か
ら
移
行
を
図
っ
て

い
る
。
戸
惑
い
や
混
乱

も
な
く
推
移
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
前
野
由
和
議
員

　

介
護
に
使
う
財
源
は

３
％
以
内
と
の
制
約
が

あ
る
と
聞
く
。
議
案
提

案
理
由
説
明
の
中
で
独

居
高
齢
世
帯
が
634
と
さ

れ
て
い
る
。
老
老
・
認

認
介
護
の
深
刻
さ
が
言

わ
れ
て
久
し
い
が
、状
況

は
、さ
ら
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
高
齢
独
居
世
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30
年
近
く
続
け
て
き

た
、
大
豊
町
の
花
、
福

寿
草
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト

が
、今
回
中
止
と
な
り
、

楽
し
み
に
し
て
い
た

方
々
か
ら
残
念
な
声
も

聞
か
れ
る
。
町
の
対
応

と
し
て
、
地
域
お
こ
し

帯
の
増
大
や
地
域
の
見

守
り
が
で
き
な
く
な
っ

て
き
た
状
況
の
中
で
入

院
・
施
設
介
護
か
ら
在

宅
に
と
誘
導
さ
れ
て
い

る
。
高
齢
者
の
日
々
を

守
っ
て
い
く
課
題
は
多

い
が
対
応
を
問
う
。

▽
岩
﨑
憲
郎
町

長
　

介
護
保
険
制

度
だ
け
で
高

齢
者
対
策
を
考

え
る
の
で
は
な

く
、
地
域
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
で
あ
る
と

か
、
老
人
ク
ラ

ブ
で
の
健
康
づ

く
り
活
動
等
、

生
活
の
営
み
の

中
の
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
が
、
結

果
と
し
て
は
介
護
予
防

に
つ
な
が
る
。
通
院
タ

ク
シ
ー
制
度
な
ど
、他
の

制
度
も
含
め
、地
域
全
体

で
支
え
て
い
き
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目

指
す
。

▽
前
野
由
和
議
員

　

高
齢
者
の
交
通
事
故

が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

報
道
が
多
く
、３
月
12
日

よ
り
改
正
道
路
交
通
法

が
施
行
さ
れ
、違
反
や
免

許
更
新
時
の
認
知
症
状

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
医

療
診
断
が
強
化
さ
れ
て

い
る
が
、
免
許
返
納
を

す
る
と
移
動
手
段
を
失

い
、
生
活
の
質
が
低
下

し
て
し
ま
う
。
現
在
実

施
し
て
い
る
福
祉
タ
ク

シ
ー
、通
院
タ
ク
シ
ー
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

支
援
に
対
し
て
も
、
そ

の
拡
充
を
図
っ
て
い
る

こ
と
も
承
知
し
て
い
る

が
、
町
内
全
域
の
移
動

を
保
障
す
る
対
策
を
協

議
し
、
確
立
す
る
よ
う

要
請
す
る
。
ま
た
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
の
家
族

介
護
者
へ
の
拡
大
や
通

学
バ
ス
活
用
な
ど
を
促

進
す
る
な
ど
新
た
な
財

源
を
確
保
し
な
く
て

も
で
き
る
こ
と
も
あ

る
の
で
足
の
確
保
の

拡
充
を
要
請
す
る
。

…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

乗
合
タ
ク
シ
ー

は
、地
域
公
共
交
通

会
議
で
の
賛
同
を

得
、
Ｊ
Ａ
高
知
病

院
、高
知
大
学
医
学

部
付
属
病
院
の
２
カ

所
を
新
た
に
路
線
申

請
す
る
よ
う
に
準
備

を
し
て
い
る
。
福
祉
タ

ク
シ
ー
は
、社
会
的
な
弱

者
に
対
す
る
支
援
で
制

度
が
成
り
立
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
家
族
の
方
に
広

げ
て
い
く
こ
と
は
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

通
学
バ
ス
は
、住
民
の
足

と
し
て
も
沿
線
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
が
ほ
と
ん
ど
乗
ら
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る

の
で
、周
知
も
図
る
が
、

も
っ
と
活
用
で
き
な
い

か
検
討
し
、住
民
の
足
の

確
保
に
つ
い
て
は
、今
後

に
お
い
て
も
積
極
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

協
力
隊
や
大
学
生
等
の

協
力
を
要
請
し
、
前
向

き
な
取
り
組
み
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

福
寿
草
祭
り
は
、
28

回
と
い
う
回
数
を
重

ね
、
多
く
の
皆
様
方
が

福
寿
草
を
楽
し
み
、
ま

た
本
町
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き

な
貢
献
を
し
て
今
日
に

至
っ
て
お
り
、
そ
の
間

の
地
域
の
皆
様
方
の
ご

あったかミニデイ

町民バス

福寿草祭り

Q
A4

移
動
手
段
の
拡
充
を

交
通
弱
者
対
策
の
検
討
を

積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

問答

Q
A5
福
寿
草
祭
り
の
今
後
に
つ
い
て
聞
く

地
元
の
意
向
を
大
事
に
し
て
い
く

問答

小笠原妙子
議員
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▽
小
笠
原
妙
子
議
員

　

本
町
に
は
、本
県
の
入

り
口
と
な
る
高
知
自
動

車
道
大
豊
Ｉ
Ｃ
が
あ
る
。

そ
の
近
く
に
は
、清
ら
か

な
立
川
川
に
沿
っ
て
整

備
の
さ
れ
た
県
道
川
之

江
大
豊
線
が
あ
る
。
そ

の
景
観
は
大
変
素
晴
ら

し
い
も
の
が
あ
る
。
こ

の
景
観
を
活
か
し
た
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
あ
る
と

か
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や

県
道
川
之
江
大
豊
線

立
川
文
化
交
流
会

立
川
番
所
で
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

Q
A6

積
極
的
な
観
光
施
策
を

支
援
、
検
討
を
し
て
い
く

問答

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

企
画
を
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、ゆ
と
り
す
と
パ
ー

ク
も
12
月
か
ら
３
月
の

期
間
、ほ
と
ん
ど
が
休
館

状
態
で
あ
り
、経
営
も
大

変
厳
し
い
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
施
設

を
有
効
活
用
し
、本
町
の

Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
大
豊

努
力
に
は
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。
今
回
の

休
止
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
域
を
な
ん
と
か

元
気
に
し
た
い
と
地
域

が
主
体
に
始
ま
っ
た
お

祭
り
で
あ
り
、
地
域
の

方
の
意
向
を
受
け
、
今

回
の
休
止
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
を
通
じ
て
町
外
か

ら
の
観
光
客
を
招
き
入

れ
る
積
極
的
な
観
光
施

策
を
展
開
し
て
は
ど
う

か
。

…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

県
道
川
之
江
大
豊
線

沿
線
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

年
間
通
じ
て
、地
元
の
方

が
コ
ン
サ
ー
ト
や
交
流

事
業
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
お
り
、継
続
で

き
る
よ
う
し
っ
か
り
と

支
援
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
ゆ
と
り
す
と

パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、指

定
管
理
で
運
営
を
行
っ

て
い
る
交
流
施
設
で
あ

り
、そ
う
い
う
面
で
の
努

力
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
有

効
活
用
の
、具
体
的
な
内

容
等
を
提
案
い
た
だ
け

れ
ば
、さ
ま
ざ
ま
な
検
討

が
で
き
る
。

福
寿
草
祭
り
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▽
小
笠
原
妙
子
議
員

　

大
豊
町
民
の
日
の
条

例
は
、町
民
に
周
知
し
て

い
る
か
。ま
た
、本
町
に

は
大
変
素
晴
ら
し
い
町

民
憲
章
が
あ
る
が
、
こ

れ
を
基
に
町
民
参
加
に

よ
っ
て
新
し
い
町
づ
く

り
の
取
り
組
み
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
町
長
は
、積
極
人

口
100
％
を
掲
げ
て
い
る

が
、現
在
の
積
極
人
口
は

何
％
と
考
え
て
い
る
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

条
例
制
定
当
時
か
ら
、

合
併
10
周
年
記
念
式
典

等
、５
年
単
位
で
町
民
の

日
の
催
し
を
３
月
31
日

に
行
っ
て
き
た
。
最
近
で

は
、平
成
27
年
の
ゆ
と
り

す
と
広
報
誌
で
、合
併
60

周
年
の
特
集
記
事
を
掲

載
し
、町
民
の
方
々
に
認

識
し
て
い
た
だ
く
取
り

組
み
は
し
て
い
る
。
ま

た
、町
民
憲
章
そ
の
も
の

が
本
町
の
基
本
に
な
る

も
の
と
し
て
制
定
し
て

お
り
、そ
の
精
神
は
現
在

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

積
極
人
口
は
、100
％
だ
と

思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

100
％
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

一 

私
達
は
、つ
ね
に
心

と
体
を
き
た
え
て

明
る
い
家
庭
を
つ

く
り
ま
す
。

一 

私
達
は
、つ
ね
に
人

間
を
大
切
に
し
、し

あ
わ
せ
を
わ
か
ち

あ
え
る
町
民
に
な

り
ま
す
。

一 

私
達
は
、つ
ね
に
助

け
合
い
、決
め
ご
と

を
守
り
よ
い
習
慣

を
つ
く
り
ま
す
。

一 

私
達
は
、つ
ね
に
郷

土
を
愛
し
、産
業
と

文
化
の
創
造
発
展

に
つ
と
め
ま
す
。

一 

私
達
は
、つ
ね
に
力

を
合
せ
て
福
祉
と

文
教
の
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。

Q
A7
大
豊
町
民
の
日
は
周
知
で
き
て
い
る
か

周
知
に
取
り
組
む

問答

大
豊
町
民
憲
章

Q
A8

Q
A9

文
化
ホ
ー
ル
の
必
要
を
問
う

多
目
的
ホ
ー
ル
の
使
用
を

農
林
業
の
自
立
を
問
う

農
業
林
業
を
活
か
す

問

問

答

答

▽
小
笠
原
妙
子
議
員

　

高
知
県
内
ほ
と
ん
ど

の
市
町
村
に
は
、
文
化

ホ
ー
ル
が
あ
る
と
思
う

が
、本
町
に
も
施
設
が
必

要
で
は
な
い
か
。
施
設

が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
、

若
者
の
定
住
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
。
必
要
性
を
問
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

確
か
に
あ
っ
た
ら
い

い
が
、本
町
で
は
、地
域

の
規
模
、行
事
の
規
模
等

の
想
定
の
も
と
、多
目
的

に
使
え
る
ホ
ー
ル
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
整
備

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
行
事
に
よ
っ
て
準
備

等
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
が
、現
施
設
の
多
目
的

ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

▽
小
笠
原
妙
子
議
員

　

総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、土
足
厳
禁
と

　

町
長
は
日
ご
ろ
、本
町

の
基
幹
産
業
は
農
業
・

林
業
を
合
わ
せ
た
農
林

業
で
成
り
立
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、現

状
で
の
農
林
業
で
は
自

立
が
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
10
年
後
・
20
年
後

の
基
幹
産
業
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

将
来
に
向
け
て
の
在

り
方
を
考
え
た
と
き
に
、

こ
の
地
域
で
暮
ら
す
う

え
で
農
業
と
林
業
は
、

産
業
政
策
だ
け
で
は
語

れ
な
い
部
分
が
あ
り
、

環
境
政
策
と
い
う
視
点

で
考
え
て
も
、
こ
の
地

域
の
農
業
林
業
の
果
た

す
役
割
は
非
常
に
大
き

い
。
た
だ
、産
業
と
し
て

所
得
を
得
て
生
活
の
糧

に
す
る
と
い
う
視
点
で

考
え
る
と
非
常
に
厳
し

い
面
も
あ
る
。
町
内
に

な
っ
て
い
る
が
、靴
の
ま

ま
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

利
用
す
る
方
々
の
ご

意
見
が
あ
り
、一
度
は
土

足
の
利
用
を
し
て
い
た

が
、再
度
、要
望
が
あ
り
、

現
在
は
土
足
厳
禁
の
利

用
に
な
っ
て
い
る
。
住

民
の
方
々
の
意
見
で
、今

の
形
の
管
理
に
変
え
た

と
い
う
経
過
を
踏
ま
え

て
今
後
は
考
え
て
い
く
。

総合ふれあいセンター多目的ホール 重森一宗議員
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い
こ
と
自
体
が
大
き
な

問
題
だ
と
捉
え
て
い
る
。

会
議
で
は
、
登
記
が
50

年
100
年
さ
れ
て
な
い
土

地
に
対
し
て
ど

う
す
る
か
を
審

議
が
し
て
い
く

と
思
う
。
登
記

そ
の
も
の
を
法

律
に
よ
っ
て
義

務
化
す
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と

も
ま
た
視
野
に

入
れ
た
検
討
と

聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
検
討
の
内

容
は
今
後
に
か

か
っ
て
い
る
た

め
、こ
の
会
議
に
は
で
き

る
限
り
参
加
を
し
て
、地

域
の
実
情
を
訴
え
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

Q
A10

Q
A11

町
有
林
整
備
推
進
基
金
の
目
的
は

資
源
と
し
て
育
て
る

人
事
交
流
は
行
う
の
か

実
施
を
す
る

問

問

答

答

町有林の間伐

▽
重
森
一
宗
議
員

　

山
林
・
伐
採
後
の
跡

地
に
つ
い
て
寄
付
を
し

た
い
と
の
話
も
あ
り
、今

議
会
に
大
豊
町
有
林
整

備
推
進
基
金
条
例
を
提

案
し
て
い
る
が
、
改
め

て
、
そ
の
目
的
・
運
用
・

金
額
に
つ
い
て
聞
く
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

山
元
に
動
き
を
届
け
、

安
定
供
給
を
す
る
こ
と

が
所
得
向
上
に
つ
な

が
る
。
そ
う
い
う
視
点

で
山
の
資
源
の
安
定
的

な
確
保
を
考
え
た
場
合

に
、山
に
対
す
る
地
主
の

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
方
が
あ
り
、中
に
は
山

を
寄
付
し
た
い
と
い
う

方
も
い
る
。
実
際
に
、申

し
出
も
あ
り
、そ
う
し
た

山
に
つ
い
て
一
定
、公
有

林
化
を
進
め
安
定
的
な

林
業
経
営
を
支
え
る
資

源
を
育
て
て
い
く
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、今

回
、予
算
に
５
千
万
円
の

基
金
の
設
置
を
提
案
を

し
て
い
る
。

▽
重
森
一
宗
議
員

　

田
坂
副
町
長
の
任
期

は
６
月
末
で
あ
る
が
、

今
後
に
お
い
て
国
か
ら

本
町
へ
、ま
た
本
町
か
ら

国
・
県
へ
の
人
事
交
流

は
予
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。……

…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

国
の
機
関
と
の
間
で

一
定
期
間
の
人
事
交
流

を
予
定
し
て
い
る
。
こ

の
取
り
組
み
を
通
じ
て

職
員
の
意
欲
、能
力
ア
ッ

プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
の
効
果
は
大
き
な
も

の
が
あ
る
と
思
う
。
住

民
の
期
待
に
応
え
得
る

組
織
づ
く
り
の
た
め
に

も
、人
事
交
流
を
４
月
か

ら
実
施
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
重
森
一
宗
議
員

　

都
会
で
生
活
を
し
て

い
る
子
ど
も
が
山
林
の

登
記
を
し
な
い
。
結
果
、

不
在
地
主
が
増
え
て
山

林
の
整
備
等
が
不
可
能

に
な
る
。
国
は
こ
の
対

策
に
つ
い
て
検
討
を
始

め
、
町
長
は
そ
の
委
員

に
な
っ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
議
題
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

国
に
お
い
て
も
、所
有

者
不
明
の
土
地
の
問
題

が
大
き
な
課
題
と
な
り
、

そ
の
対
策
会
議
を
作
り
、

増
田
寛
也
氏
が
座
長
で
、

私
も
そ
の
一
員
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
対
策
に

つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、今
検
討

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、６
月
に
中
間
発
表

が
あ
る
。
本
町
の
場
合

は
所
有
者
不
明
土
地
の

問
題
も
あ
る
が
、持
ち
主

は
い
る
け
れ
ど
も
積
極

的
に
山
の
管
理
を
し
な

１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
る
人
工
林
が
伐
期
を

迎
え
て
い
る
状
況
な
ど
、

１
次
産
業
と
し
て
守
っ

て
き
た
農
業
林
業
を
活

か
す
と
い
う
こ
と
は
、非

常
に
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
重
森
一
宗
議
員

　

地
方
創
生
で
、大
豊
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
基
本
目

標
に
、地
域
資
源
を
活
用

し
安
定
し
た
雇
用
を
創

出
し
、林
業
で
雇
用
を
図

る
と
あ
る
が
、山
林
現
場

で
の
雇
用
に
つ
い
て
の

現
状
と
、今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
聞
く
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▽
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

山
林
の
現
場
で
動
き

を
起
こ
す
こ
と
が
目

的
で
あ
り
、
雇
用
に

つ
な
が
り
所
得
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
現
在
は
、

自
伐
的
な
林
業
を
、

10
人
弱
の
方
が
、
林

業
会
社
等
で
雇
用
さ

れ
る
方
が
50
人
か
60

人
と
い
う
状
況
だ
と

思
っ
て
い
る
。
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
１
万
８
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る
人
工

林
に
つ
い
て
、従
来
は
所

有
す
る
方
が
植
林
を
し
、

手
入
れ
を
し
て
、伐
採
す

る
と
い
う
林
業
で
あ
っ

た
が
、現
在
の
状
況
は
、

林
業
と
し
て
成
り
立
た

す
た
め
に
は
、さ
ま
ざ
ま

な
条
件
を
ク
リ
ア
し
て

大
団
地
化
を
進
め
共
同

し
て
施
業
団
地
を
作
っ

て
施
業
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
山
元

で
の
動
き
を
作
る
た
め

に
素
材
の
生
産
に
つ
い

て
嶺
北
地
域
、い
の
町
も

含
め
て
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、行
政
だ
け
で
な
く

て
森
林
組
合
、民
間
の
事

業
者
の
方
も
加
わ
り
、今

後
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

西峰での森林施業
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From Parliament SHUHO議会だより　秀峰

平成 29 年１月 30 日
教育民生常任委員長　藤丸 髙德

　大杉保育所は、昭和56年度に建設された施設である。保育所への進入道路は狭小で、急勾配であ
り、園児の送迎の際には、駐車場もなく、冬季は路面が凍結するなど環境は決して良いとは言えな
い。このことから大杉保育所保護者会から保育所の移転を求める要望書が提出されている。
　週明けの月曜日には、園児の布団等も持参しなくてはならず、布団を片手に園児と手をつないで
急勾配を登園していた。また調査当日は、雨も降っていたため、保護者たちは大変苦慮していた。
　以上の現況下、大杉保育所は、施設の耐震化や通園路の環境に加えて、保小中一環教育のうえか
らも保育所の移転等整備が喫緊の課題となっている。安全で安心して子育てができる環境を充実
するためにも早急な対策を望む。
　また、大田口保育所は、昭和48年度に建設され、
その後、屋根の葺き替え工事等行っているが、建設
から40年余り経過しており、利用する園児数も減
少傾向で、老朽化も著しい施設である。今後にお
いては保育運営を含め、注視していく必要がある。
　社会福祉協議会が運営している豊永保育所は、
昭和55年度に建設され、耐震化やトイレ等の設備
が整備されておらず、今後の保育運営に支障を来
すことが予想される。園児数も増える見込みでも
あり、今後の対応については、環境整備等要検討で
ある。

大杉、大田口、豊永保育所の現状に関する調査

通園中の園児、保護者

編 

集 

後 

記

　

３
月
は
保
育
所
の
卒
園
式
、小
中

学
校
の
卒
業
式
、企
業
な
ど
の
人
事

異
動
、転
勤
と
別
離
の
悲
し
み
と
、

新
生
活
が
始
ま
る
季
節
で
あ
り
ま

す
が
、本
年
の
桜
は
、例
年
よ
り
か

な
り
遅
れ
て
咲
き
そ
う
で
す
。

  

広
報
編
集
特
別
委
員
会
は
、３
月

議
会
に
お
い
て
組
織
替
え
が
あ
り
、

新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
広
報
誌
は
、議
員
を
選
出
し
た

主
権
者
住
民
に
対
す
る
議
会
の
報

告
書
で
あ
り
、住
民
の
た
め
の
情
報

誌
と
し
て
、で
き
る
だ
け
分
か
り
や

す
く
編
集
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
任
期
初
め
て
の

編
集
で
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

  

広
報
編
集
特
別
委
員
会

    

委 

員 

長	

西
村　

正
尚

    

副
委
員
長	

小
笠
原
妙
子

    

委　
　

員	

藤
丸　

髙
德

    

委　
　

員	

三
谷
幸
一
郎

    

委　
　

員	

佐
藤　

德
治

〔 ご意見やご感想は 〕

大豊町議会事務局
☎７２－０４６８

（直通）
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大
豊
町
役
場
職
員
等
名
簿
（
平
成
29
年
４
月
現
在
）

※ 

臨
時
職
員
お
よ
び
非
常
勤
職
員
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

※（
兼
）は
兼
務
職
、（
併
）は
併
任
。
太
字
は
異
動
の
あ
っ
た
職
員
。

【
健
康
づ
く
り
班
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
前
田　

恵
美

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
小
松　

隆
章

主
幹
《
保
健
師
》‥
‥
‥
岡
崎　

美
佐

主
事
《
保
健
師
》‥
‥
‥
奈
良
﨑
亜
里

主
事
補
‥
‥
‥
‥
‥
‥
松
髙　

大
樹

【
税
務
班
】

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
長
谷
川
静
香

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
山
原　

尚
史

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
猪
野　

可
奈

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
藤
原　

裕
太

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
上
村
絵
利
加

【
環
境
班
】

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
桒
名　
　

功

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

産
業
建
設
課

課
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
小
林　

雅
文

課
長
補
佐
‥
‥
‥
‥
‥
中
澤　
　

亘

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
横
山　

美
鈴

（
ゆ
と
り
フ
ァ
ー
ム
派
遣
）

【
建
設
水
道
班
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
川
村　

文
男

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
三
谷　

耕
一

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
河
野　

智
子

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
浦
川　

尚
樹

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
杉
本　

智
昭

主
事
補
‥
‥
‥
‥
‥
‥
三
谷　

将
也

【
地
籍
調
査
班
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
関
口　

穂
積

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
都
築　
　

清

住　

民　

課

課
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
大
石　

雅
夫

課
長
補
佐
（
兼
環
境
班
長
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
三
谷　

裕
一

課
長
補
佐
（
兼
税
務
班
長
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
原　
　

精
一

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
井
上　

真
侑

（
高
知
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
へ
派
遣
）

【
保
険
窓
口
班
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
茂
松　

静
子

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
松
岡　

利
安

（
窓
口
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
岡
﨑　

智
樹

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
小
笠
原
梨
方

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
西
内　
　

望

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
三
谷　
　

栞

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
村
岡　
　

節

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
松
岡　

順
子

主
幹
《
保
健
師
》‥
‥
‥
平
石　

典
子

主
事
《
社
会
福
祉
士
》‥
永
吉　

是
幸

【
介
護
保
険
班
】

班
長
（
兼
）‥
‥
‥
‥
‥
村
岡　
　

節

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
小
松　

久
美

【
福
祉
班
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
西
村　

佳
子

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
都
築　

朋
枝

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
杉
本　

晃
代

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
川
﨑　
　

誠

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
森
本　

千
織

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

室
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
下
村　

賢
彦

室
長
補
佐
‥
‥
‥
‥
‥
北
村　

邦
彦

室
長
補
佐
（
兼
元
気
集
落
班
長
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
森　
　

一
芳

室
長
補
佐
‥
‥
‥
‥
‥
前
田　

典
彦

副
参
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
都
築　

優
二

〈
（
兼
）
大
豊
町
森
林
組
合
へ
派
遣
〉

高
知
県
地
域
支
援
企
画
員

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
島
内
保
奈
美

【
100
年
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
平
石　
　

稔

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
若
林　
　

甫

（
林
野
庁
か
ら
派
遣
）

【
元
気
集
落
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

主
査
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
坂
本　
　

諭

主
査
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
高
橋　

公
仁

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
兵
頭　

翔
太

【
お
い
で
よ
お
お
と
よ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
久
保　

竜
太

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

町
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

岩
﨑　

憲
郎

副
町
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

好
永　

公
一

副
町
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

田
坂　

仁
志

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

出　

納　

室

会
計
管
理
者
‥
‥
‥
‥
今
井　

達
也

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
信
高　
　

愛

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

総　

務　

課

課
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
宮
内　

伸
彦

課
長
補
佐
‥
‥
‥
‥
‥
髙
樽　

か
よ

【
企
画
財
政
班
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
宮
岡　

秀
学

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
吉
田　

雄
造

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
小
笠
原
万
記

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
笹
岡　

幸
子

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
宮
内　

宏
卓

【
庶
務
班
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
永
野　

尊
教

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
下
村　
　

澄

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
吉
田
美
紀
菜

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
山
﨑　
　

明

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
田
岡　

隼
一
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退
職
者
（
3
月
31
日
付
）

○
三
谷　
　

淳　
　

○
西
村　

梨
江

○
小
笠
原　

隆　
　

○
山
中　

元
太

○
笹
岡　

祐
介　
　

○
秋
山
久
美
子

○
山
崎　

栄
子

離
任
者
（
3
月
31
日
付
）

○
市
川　

智
啓

（
産
業
建
設
課
副
参
事
→

幡
多
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業
改

良
普
及
課　

主
任
）

 

職
員
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
若
林　

甫

　

こ
の
４
月
か
ら
お
世
話
に
な
り

ま
す
若
林
で
す
。
前
任
地
は
北
海

道
で
し
た
が
、
早
く
大
豊
町
に
慣
れ

て
少
し
で
も
お
役
に
た
て
る
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
地
域
の
こ

と
を
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
下
村　
　

澄

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
吉
田　

雄
造

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
小
笠
原
万
記

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
笹
岡　

幸
子

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
宮
内　

宏
卓

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
吉
田
美
紀
菜

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
山
﨑　
　

明

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
田
岡　

隼
一

農
業
委
員
会

事
務
局
長
（
併
）‥
‥
‥
中
澤　
　

亘

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
秋
山
英
太
郎

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長
（
併
）‥
‥
‥
松
岡　

浩
司

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

書
記
（
兼
）‥
‥
‥
‥
‥
長
谷
川
静
香

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

議
会
事
務
局

事
務
局
長
‥
‥
‥
‥
‥
松
岡　

浩
司

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
下
村　
　

澄

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

派
遣

四
国
森
林
管
理
局
（
採
用
）

計
画
保
全
部
計
画
課
企
画
係
長

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
佐
藤　
　

顕

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
鎌
倉　

真
紀

主
査
《
保
育
士
》‥‥
‥
上
村　

和
恵

〈
（
兼
）
豊
永
保
育
所
へ
派
遣
〉

主
幹
（
調
理
）‥
‥
‥
‥
小
笠
原
佳
世

主
幹
《
保
育
士
》‥‥
‥
秋
山　

武
永

主
事
《
保
育
士
》‥‥
‥
小
笠
原
春
美

主
事
《
保
育
士
》‥‥
‥
岡
林　

早
記

主
事
《
保
育
士
》‥‥
‥
田
中　

知
紗

主
事
補
《
保
育
士
》‥‥
笹
岡　

由
希

主
事
補
《
保
育
士
》‥‥
坂
本　

百
花

主
事
補
《
保
育
士
》‥‥
上
村　

沙
紀

【
大
田
口
保
育
所
】

主
査
《
保
育
士
》‥‥
‥
山
本　
　

奏

主
幹
（
調
理
）‥
‥
‥
‥
松
浦　

美
恵

主
幹
《
保
育
士
》‥‥
‥
中
西　

広
香

【
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
兼
）‥
‥
‥
‥
‥
池
添　

修
一

補
導
専
門
職
員
（
県
委
嘱
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
重
森　

正
秀

事
務
職
員
（
兼
）
‥‥
‥
森
本　

啓
介

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
兼
）‥
‥
‥
‥
‥
小
松　
　

倫

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
山
﨑
由
利
子

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
三
谷　

由
香

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

選
挙
管
理
委
員
会

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
宮
内　

伸
彦

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
宮
岡　

秀
学

書
記
（
併
）‥
‥
‥
‥
‥
永
野　

尊
教

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
下
村　

高
史

【
産
業
班
】

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
都
築　

広
行

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
石
川　

裕
之

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
澤　
　

一
樹

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
秋
山
英
太
郎

【
農
業
セ
ン
タ
ー
勤
務

（
兼
）
ゆ
と
り
フ
ァ
ー
ム
派
遣
】

課
長
補
佐
‥
‥
‥
‥
‥
美
濃　

明
男

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

教
育
委
員
会
（
農
工
セ
ン
タ
ー
）

教
育
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
池
添　

修
一

教
育
次
長

（
兼
保
育
所
長
・
兼
公
民
館
長
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
鎌
倉　
　

仁

学
力
向
上
監
（
教
員
）‥
森　
　

和
美

国
際
交
流
員

‥
‥
ヒ
ッ
ブ
ス
・
エ
リ
ー
ジ
ェ
ー
ン

外
国
語
指
導
助
手

‥
‥
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
・
エ
イ
モ
ン

【
人
づ
く
り
班
】　

班
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
小
松　
　

倫

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
宮
岡
佐
知
子

主
幹
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
長
谷
川
拓
史

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
笹
岡　

建
作

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
森
本　

啓
介

主
事
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
安
岡　
　

佑

【
大
杉
保
育
所
】

副
参
事
（
兼
副
所
長
）



16

Otoyo  YUTORISUTO おおとよ　ゆとりすと

◇
こ
の
活
動
は
い
つ
か
ら
、ど
こ
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
。

◆
平
成
21
年
９
月
頃
か
ら
大
砂
子
地

区
の
集
会
所
で
毎
月
１
回（
火
曜
日

か
金
曜
日
に
）行
っ
て
い
ま
す
。
当

初
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
さ
ん
と

協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
こ
の
活
動
の
ウ
リ
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

◆
こ
こ
で
は
毎
月
１
回
、そ
の
時
期
に

採
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
季
節
の
お

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
い
ま
す
。
男
性
の
参
加

者
も
多
く
昼
食
時
に
は
お
酒
を
た

し
な
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
日

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、ち
ら
し
寿
司
、野

菜
の
て
ん
ぷ
ら
の
盛
り
合
わ
せ
、白

◇
こ
の
活
動
は
い
つ
か
ら
、行
わ
れ
て

い
ま
す
か
。

◆
は
っ
き
り
と
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん

が
、約
30
年
前
か
ら
地
域
で
集
ま
っ

て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
始
め

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は

社
会
福
祉
協
議
会
の
お
力
を
借
り

て
一
緒
に
ミ
ニ
デ
イ
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

◇
こ
の
活
動
の
ウ
リ
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

◆
長
い
間
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
る

の
で
西
峯
三
谷
の
住
民
さ
ん
に
は

浸
透
し
て
い
ま
す
。
気
兼
ね
な
く
、

気
軽
に
集
い
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き

る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

化
に
伴
い
後
継
者
を
探
す
こ
と
が

大
変
で
す
が
、で
き
る
限
り
こ
の
活

動
が
長
く
続
け
ら
れ
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

◇
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
て
嬉
し

か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
な
で
集
ま
り
、お
し
ゃ
べ
り
が

で
き
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
と

感
じ
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
方
も
、

こ
の
日
だ
け
は
に
ぎ
や
か
に
食
事

を
し
て
、大
笑
い
を
し
て
、寂
し
い

こ
と
も
悩
み
も
全
て
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
で
は
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
も
あ
り『
認
知
症
予

防
』に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
気

の
合
う
仲
間
同
士
、笑
い
あ
っ
て
過

ご
せ
る
こ
の
ひ
と
と
き
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、『
怒
田
地
区
』『
久
寿
軒
地
区
』

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

２
月
28
日（
火
）

大
砂
子
集
会
所
に

は
、朝
早
く
か
ら
楽

し
そ
う
な
笑
い
声

が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。そ
の
楽
し
そ
う

な
声
に
ひ
か
れ
る
よ
う
に
集
会
所
の
扉

を
あ
け
る
と
、皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
お

食
事
の
準
備
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。集

会
所
の
中
は
お
い
し
そ
う
な
香
り
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
が
満
面
の

笑
顔
で
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

寒
さ
の
中

に
も
暖
か
い

日
差
し
を
感

じ
ら
れ
る

２
月
24
日

（
金
）
西
峯

三
谷
地
区
の

集
会
所
に
は

地
域
の
方
々

が
集
ま
り
ま

す
。
今
日
は
月
に
１
回
の
ミ
ニ
デ
イ

が
開
催
さ
れ
る
日
な
の
で
す
。

　

山
肌
に
は
福
寿
草
の
花
が
黄
色
く

可
憐
に
咲
き
、
足
元
に
は
水
仙
の
花

が
咲
い
て
い
ま
す
。

和
え
、大
根
な
ま
す
、お
汁
、山
菜
の

お
煮
し
め
、寒
天
、色
と
り
ど
り
の

お
ま
ん
じ
ゅ
う
と
目
に
も
鮮
や
か

な
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
ま
し

た
。

◇
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
て
嬉
し

か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん

が
喜
ん
で
く
れ
て
、ミ
ニ
デ
イ
の
開

催
を
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、励
み
に
な

り
ま
す
。
特
に
一
人
暮
ら
し
の
方
々

は
、毎
月
１
回
集
会
所
に
集
ま
っ
て

お
食
事
を
し
な
が
ら
談
笑
す
る
事

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
大
砂

子
ミ
ニ
デ
イ
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
長
瀨
文
惠
さ
ん
は「
若
い
参

加
者
も
い
る
の
で
、長
く
こ
の
活
動

を
続
け
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」と
穏
や
か
な
笑

顔
を
浮
べ
な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

地域包括支援センター通信第２巻

『
大
砂
子
・
ミ
ニ
デ
イ
』

『
西
峯
三
谷
・
ミ
ニ
デ
イ
』
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犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、犬
の
飼
い
主
は
生
後

90
日
を
経
過
し
た
犬
に
生
涯
一
度
の
登
録
と
、年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
下
表
の
日

程
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
、犬
あ
る
い
は
動
物
だ
け
の
病
気
で

は
な
く
、人
を
含
め
た
す
べ
て
の
哺
乳
類
が
か
か

る
感
染
症
で
す
。

　

人
へ
の
感
染
は
犬
に
か
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、年
１
回
の
予
防
注
射
が
飼
い
主

の
義
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、必
ず
予
防
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
録
し
た
犬
が
死
亡
し
た
り
、
飼
い
主

の
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主
に
は
、５
月
上

旬
ま
で
に
問
診
票
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の

で
、記
入
の
う
え
実
施
場
所
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
新
し
く
登
録
す
る
犬
に
つ
い
て
は
、予
防
注

射
実
施
場
所
で
登
録
し
、注
射
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

〔役場〕☎ 72-0450　〔ふれあいセンター〕☎ 73-0811　〔農業センター〕☎ 73-0978

Town
Office NEWS

● 

登
録
料　

３
，０
０
０
円

● 

注
射
料　

３
，１
０
０
円

（
注
射
済
票
代
金
を
含
む
）

対
象
と
な
る
犬
（
生
後
91
日
以
上
の
犬
）

問
い
合
わ
せ
先    

住
民
課
健
康
づ
く
り
班

前
田

実　施　場　所 集合時間
町道粟生大滝線起点 9：30
旧東豊永生涯学習センター前 9：40
立野　分岐付近 9：50
町道川井線起点 10：00
漉長　バス停前 10：10
旧 JA 土佐れいほく西峰事業所前 10：20
大畑井バス停前 10：30
柚木 上地健勇さん宅下 分岐付近 10：45
三津子野集会所前 11：05
怒田林道平野線起点 11：10
八畝集会所前 11：25
佐賀山
山本幸雄さん宅下分岐付近 11：40

佐賀山橋　分岐付近 11：45
西川　三谷栄二さん宅
町道分岐付近 11：50

旧ゆとりすと交流センター前 13：10
八川　近藤清市さん宅前 13：25
J R 岩原駅前 13：55
大久保郵便局前 14：00
大砂子公民館前 14：05
永渕お堂前 14：15
上桃原　上村廣光さん宅前 14：30
連火　町道桃原線分岐 14：40
桃原峠三叉路 14：45
安野々忠霊塔前 14：55

実　施　場　所 集合時間
総合ふれあいセンター前 9：20
東庵谷集会所・せせらぎ庵前　 9：40
庵谷　星神社付近 9：55
大田口公民館前 10：10
西寺内集会所前 10：20
寺内町道薬師堂線起点 10：30
町道磯谷線入口 10：40
穴内公民館前 10：50
穴内駅前 10：00
穴内一区集会所前 10：25
大王下  山村農業実践センター前 10：45
役場駐車場 13：10
杉　道の駅大杉前 13：25
葛原公民館前 13：40
割木　久保春美さん宅前 13：50
津家　仁井田神社前 14：00
川口南バス停付近 14：10

実　施　場　所 集合時間
総合ふれあいセンター前 9：20
戸手野　カムロ前 9：50
天坪地区複合集会所前 9：55
本村　踏切付近 10：00
北川口橋 10：10
久寿軒　西岡商店前 10：20
北川一区イバ横 10：30
枯谷　駅前食堂前 10：50
大王上　松下健一さん宅前 11：05
大王上集会所付近 11：15
小川　山口京子さん宅前 11：25
杉　道の駅大杉前 11：40
役場駐車場 11：50
仁尾ヶ内　永野俊夫さん宅前 13：40
刈屋バス停前 13：55
立川生活改善センター前 14：00
一ノ瀬公民館前 14：10
川口公民館前 14：15
谷公民館前 14：25

5 月 19 日（金）・6 月 13 日（火）
東豊永／西豊永方面

5 月 21 日（日）・6 月 14 日（水）
大田口／穴内／大杉方面

5 月 23 日（火）・6 月 15 日（木）
天坪／（大杉）／立川方面

平成 29年度　狂犬病予防注射巡回予定表

問診票をお持ちいただき、
集合時間までに必ず
お集まりください！
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大
豊
町
健
診
タ
ク
シ
ー
制
度

　

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
が
、対
象
医
療
機
関
で
健

診
を
受
け
、タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
た
場
合
、タ
ク
シ
ー
料

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
医
療
機
関
】

大
杉
中
央
病
院
、大
田
口
医
院
、高
橋
医
院

【
助
成
金
額
】

医
療
機
関
か
ら
自
宅
ま
で
の
帰
り

の
片
道
料
金
の
う
ち
、500
円
を
超

え
る
額（
500
円
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
）

【
助
成
期
間
】

5
月
1
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

【
利
用
方
法
】

検
診
を
受
け
て
帰
る
際
、
医
療
機
関
の
受
付
で「
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
券（
黄
色
）」を
発
行
し
て
も
ら

い
、
タ
ク
シ
ー
乗
車
時
に
運
転
手
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、買
い
物
な
ど
個
人
的
な
寄
り
道
区
間
お
よ

び
待
ち
時
間
の
料
金
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先    

住
民
課
保
険
窓
口
班　

茂
松

活
動
を
通
じ
て
、住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に「
人
の
い
の

ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
」
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、５
月
を
中
心
に
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
会
費
・
寄
附
金（
活
動
資
金
）に
よ
り
運
営
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
奉
仕
者
な
ど
が
皆
さ
ま
方
の
お
宅
や
事
業
所

な
ど
に
お
願
い
に
上
が
り
ま
す
の
で
、多
く
の
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
通
院
タ
ク
シ
ー
」･･･

病
気
や
け
が
な
ど
で

病
院
を
受
診
し
た
場
合

「
健
診
タ
ク
シ
ー
」･･･

健
康
診
査
を
町
内
の

病
院
で
受
診
し
た
場
合

「
通
院
タ
ク
シ
ー
」と
は
違
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先    

産
業
建
設
課
産
業
班　

都
築

問
い
合
わ
せ
先    

日
本
赤
十
字
社  

大
豊
町
分
区

大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
７
３–

１
２
０
０

災
害
義
援
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た
義
援
金

は
、高
知
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
被
災
地

各
県
へ
送
金
さ
れ
、被
災
地
の
県
・
共
同
募

金
会
・
そ
の
他
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る

義
援
金
配
分
委
員
会
で
決
定
し
、被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
の
支
援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
知
県
共
同
募
金
会
大
豊
町
共
同
募
金
委
員
会

（
大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

注 意！

〔 

平
成
28
年 

〕

新
潟
県
糸
魚
川
市
に
お
け
る

大
規
模
火
災
義
援
金

12，000円

運
搬
車
の

導
入
補
助
に
つ
い
て

　

農
産
物
生
産
労
働
力
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
、運
搬
車

を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、国
の
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
、そ
の
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、概
ね
次
の
方
で
す
。
希
望
者
は
、産
業
班

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
大
豊
町
に
住
所
を
有
す
る
方

②
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
方

③
過
去
３
年
以
上
10
ａ
以
上
耕
作
し
出
荷
し
て
い

る
方

④
導
入
後
７
年
以
上
耕
作
し
出
荷
す
る
方

【
申
込
期
限
】

５
月
30
日
ま
で

※
お
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
後
日
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
、補
助
の
決
定
を
し
ま
す
。

赤
十
字
の
活
動
に
温
か
い

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
は
、災
害
時
の
医
療
救
護
を
は
じ
め
、

日
々
の
事
故
や
急
病
に
備
え
る
救
急
法
な
ど
の
命
と
健

康
を
守
る
各
種
講
習
、地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展

開
す
る
奉
仕
団
や
次
代
を
担
う
青
少
年
赤
十
字
な
ど
の
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※
現
金
、
金
券
、
株
券
、
宝
石
、
骨
董
品
な
ど
は
お
預

か
り
で
き
ま
せ
ん

【
利
用
料
】

　

１
時
間
に
つ
き
１
，５
０
０
円（
30
分
ま
で
は

750
円
）
／
③
の
書
類
な
ど
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
は

月
額
500
円（
年
額
６
，０
０
０
円
）

※
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
公
費
補
助

に
よ
り
無
料
で
す
。

自
立
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、高
知
県
か
ら
委
託
を
受
け
、「
自

立
相
談
支
援
事
業
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
立
相
談
支
援
事
業
と
は
、様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
今
あ
る

制
度
や
、自
立
相
談
支
援
機
関
な
ど
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な

い
複
雑
な
生
活
状
況
を
受
け
止
め
、本
人
が
望
む
自
立
し
た
生

活
を
実
現
す
る
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
相
談
者

と
話
し
合
い
、状
況
を
把
握
し
、本
人
主
体
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、地
域
に
お
け
る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
各
関
係
機
関
に

よ
る
支
援
に
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、必
要
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
や

支
援
を
つ
く
り
だ
す
な
ど
、相
談
者
の
自
立
に
向
け
た
新
た
な

相
談
支
援
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

大
豊
町
に
お
住
ま
い
の
65
歳
未
満
の
方
で
、
現
在

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が
、
生
活
保
護
に
至

る
可
能
性
が
あ
り
、自
立
が
見
込
ま
れ
る
方

第
四
十
四
回

大
豊
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
剣
道
の
部

　

３
月
19
日
、

第
44
会
大
豊
町
ス
ポ
ー

ツ
大
会
剣
道
の
部
が
大

豊
町
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、８
団
体
82
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
が

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
を

お
手
伝
い
し
ま
す

　

認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
や
金
銭
管
理
な
ど
日
常
生
活
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い

て
、自
分
ひ
と
り
で
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
く
お
困
り
の
場

合
に
、安
心
し
て
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

　

認
知
症
高
齢
者
、精
神
障
が
い
の
あ
る
方
、知
的

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
や
、
日
常
生
活
に
お
い
て
契
約
や
金
銭
管
理
な

ど
の
判
断
能
力
に
不
安
の
あ
る
方

※
内
容
を
理
解
し
、
利
用
料
を
支
払
う
必
要
が
あ
る

こ
と
を
理
解
で
き
る
判
断
能
力
が
あ
る
こ
と
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

【
支
援
内
容
】

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助（
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、
利
用
す
る
た
め
の
手
続

き
を
お
手
伝
い
し
ま
す
）

②
日
常
的
な
金
銭
管
理（
①
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
方
に
つ
い
て
、年
金
な
ど
の
引
き
出
し
、

必
要
な
生
活
費
の
手
渡
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
料
金
な
ど
の
支
払
い
や
口
座
引
き
落
と
し

の
手
続
き
を
お
手
伝
い
し
ま
す
）

③
書
類
な
ど
の
預
か
り（
①
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
方
に
つ
い
て
金
融
機
関
の
貸
金
庫
を
利

用
し
、預
金
通
帳
や
印
鑑
、年
金
証
書
な
ど
を
保

管
し
ま
す
）

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」と
は
？

問
い
合
わ
せ
先    

大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
３–

１
２
０
０

問
い
合
わ
せ
先    

大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
３–

１
２
０
０

E
v

en
ts o

f th
e to

w
n

【
個
人
戦
】

１
・
２
年
の
部

　

第
二
位　
　

豊
永　

倖
生

　

第
三
位　
　

都
築　

慶
吏

５
・
６
年
女
子
の
部

　

第
三
位　
　

北
村　

萌
絵

　

第
三
位　
　

佐
々
木
紗
良

【
団
体
戦
】

低
学
年

　

第
二
位

豊永少年剣道部の結果
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おおとよ小学校

From the Board of Education

大豊町中学校

平成２９年度　大豊町小・中学校　児童・生徒数

岩田  夏 穂  先 生

和 田  理 佐  先 生

清 遠  良 夫  先 生

瀧 石  金 宏  先 生

山 本  一 香  先 生 大 石  裕 也  先 生

　たくさんの自然に囲まれて、の
びのびと育った子どもたちと一
緒に毎日過ごせることを楽しみ
にしています。大豊町のすてき
なところをたくさん見つけなが

ら、子どもたちの成長を精一杯お手伝いしていき
たいと思います。どうぞよろしくお願いします。

　今年度から大豊町中学校で働
かせていただくことになりまし
た。今年度が新採用ということ
で、生徒とともに授業や部活動
を通して日々成長していけるよ
うに頑張ります。よろしくお願
いします。

　今年度、養護教諭でおおとよ小
学校に採用になりました、和田理
佐と申します。5 年ほど前に豊
永のほうにあった大豊小学校へ
勤めたことがあり、それが縁で嶺
北地域に住み、今は大川村から

通っています。大豊町へ帰ってこられて、嬉しい
気持ちでいっぱいです。おおとよ小学校の子ども
たちが健康で元気な毎日を過ごせるように一緒に
頑張ります。よろしくお願いします。

　南国市立　国府小学校から替
わってきました。異動が決まり、
通勤時間が今までの倍かかるとい
うことで不安を感じていました
が、穴内川に沿って広がる山々の
景色を眺めながらの通勤は不思議

と長く感じません。これから子どもとともに、おお
とよのことをもっと知り、学んでいきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

　南国市の北陵中学校から赴任し
てきました。大豊町では１２年ぶ
りの勤務となります。
　他町村と比べて、ここでは大変
恵まれた教育環境が整えられてい
ることに驚きました。生徒の皆

さんと共にできることを精いっぱい頑張りたいと
思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

　豊かに流れる穴内川の静かなせ
せらぎの音の中、おおとよ小学校
の子どもたちの元気いっぱいの声
が聞こえます。このやる気満々の
子どもたちと一緒に勉強できるの

が楽しみです。みんなの力になれるように頑張り
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

おおとよ小学校

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 小計

男 7 11 8 3 7 4 40
女 8 7 5 6 8 3 37
計 15 18 13 9 15 7 77

大豊町中学校

１年生 ２年生 ３年生 小計

男 4 7 8 19
女 10 5 6 21
計 14 12 14 40

町内児童
生徒数合計

117

教育委員会だより
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高知東警察署本山警察庁舎 ／ 高齢者交通安全アドバイザー  上池

☎ 0887－76－0110

この「ヘルスメイトのおしゃべりコーナー」
では、ヘルスメイトが行っている活動やお
いしい減塩料理などを紹介していますので
ご覧ください。

☝

今回は、切って混ぜるだけで簡単にできる和風サ
ルサソースを紹介します。本来のサルサソースは
香辛料の利いたメキシコ料理の一種ですが、柚子
こしょうを使って和風に仕上げ、ピリッとした辛
さと野菜の旨味がきいた彩も美しいソースです。
牛肉や豚のステーキ、鶏肉のカリカリ焼き、魚の
ムニエルなどにも添えて頂くとおしゃれな一品に
なります。ぜひお試しください。

    県内高齢者死亡事故発生状況
県下では３月 24 日現在で、高齢者の交通死亡事故が全体
の６０％を超える状況です。大豊町においても、３月６日に、
正面衝突による死亡事故が発生しています。

◇普段と体調が違うなと感じたら外
出をしない（無理をしない）

◇センターラインを割って走行した
り、右左折時に大きく膨れない

◇方向指示器で早めの合図を

◇後続車両が増えてきたら、
　よけて先に行かせる余裕を

◇全席シートベルト着用

◇外出は明るい服装と反射材着用を

事故を起こさない、あわないために 受講特典講習 を受けてみませんか？

　免許の有無に関わらず、自己啓発のために、１年に
一度は、受講してみませんか？老人クラブや地区の集まり、
仲良し同士のお茶会など…少人数でもお声をかけていただ
ければお伺いさせていただきます。

　受講者全員に、受講後「受講修了証」
をお渡しします。この修了証を協力
店などで、提示すると割引やポイント
追加などのサービスが受けられます。

エネルギー ／ 93kcal	 脂質 ／ 6.7g
たんぱく質 ／ 0.9g	 鉄 ／ 0.3mg
カルシウム ／ 10mg	 塩分 ／ 0.8 g

赤玉ねぎ…………100 ｇ
トマト……………180 ｇ
ピーマン………… 15ｇ
薄口しょうゆ…大さじ 1
砂糖…………………〃 1
柚子酢………………〃 1
オリーブオイル……〃 2
（エクストラバージンオイル）

柚子こしょう……… 5ｇ

①赤玉ねぎ（玉ねぎでもよい）と
ピーマンはみじん切りに、トマト
は 0.5cmの角切りにする。

②ボールに調味料を合わせ、①の野
菜を加えて混ぜてステーキなど
に添える。　　　　　　　　　　　　

※柚子こしょうはお好みで加減して
ください。柚子酢はレモン汁など
でもかまいません。

和
風
サ
ル
サ
ソ
ー
ス

材  料（約４人分） 作り方

1人分の
栄 養 価

！
高知県内の交通死亡事故…１０件１０人
高齢者の交通死亡事故………６件　６人

歩行中…２人 ／ 四輪乗用中…４人

特
典
付
き
！

毎月２０日
「県民交通安全の日」に使えるよ！

受
講
修
了
証
は

１
年
間
の

期
限
付
き
で
す
。

忘
れ
ず
に
、

有
効
に
活
用
を
！

問い合わせ先  大豊町食生活改善推進協議会
（住民課健康づくり班内）
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無料法律相談会のお知らせ
5 月 1日から始まる憲法週間の行事の一環として、
無料法律相談会を開催します。

日　時　5月11日（木）〔受付〕12：30～15：00
	 〔相談〕13：00～17：00
場　所　高知共済会館 3階

（高知市本町 5丁目 3-20）

問い合わせ先：高知地方・家庭裁判所事務局
☎ 088-822-0576

　　　　　

大豊町身体障害者協議会総会
今年も、大豊町身体障害者協議会総会の開催します。

日　　時　5月 17日（水） 13：00～

場　　所　総合ふれあいセンター３Ｆ多目的ホール

申込締切　５月１０日（水）

参加資格　身体障害者手帳をお持ちの方

年  会  費　５００円を当日、集めます。

参  加  費　総会・研修会は無料です。
懇親会に参加される方は、1,000円必要です。

※総会終了後の研修会は、リハビリに関する内容を調整
中です。

　また、懇親会も計画しており、町内主要路線の送迎を
予定しておりますので、送迎を希望される方は、申し
込み時に併せてご連絡をお願いいたします。

　詳しくは、事務局担当者までお問い合わせください。

問い合わせ先：大豊町社会福祉協議会　担当　久保
☎⑨ 73-1200

フリーマーケット in 甫喜ヶ峰 
山歩きや森林浴も楽しめます。皆さまのご来園をお
待ちしております。

日　時　5月 14日（日） 10：00～15：00

場　所　県立甫喜ヶ峰森林公園（香美市土佐山田町平山）

問い合わせ先：甫喜ヶ峰森林公園管理事務所
☎ 0887-57-9007

くらしの悩みごと相談 
日　時　６月１日（木）	10：00～12：00

13：00～16：00
内　容　弁護士・司法書士資格を有する人権擁

護委員による「くらしの悩みごと相談
所」を開設し、家庭や職場、地域社会な
どにおける差別待遇、セクハラ、ＤＶ、
いじめなどの人権問題に関するあらゆ
る相談に応じます。

場　所　高知よさこい咲都合同庁舎９階
（高知市栄田 2-2-10）

その他　相談は無料で、相談内容の秘密は厳守し
ます。予約制ですのでお早めにご予約
ください。

申し込み・問い合わせ先：高知地方法務局人権擁護課　
☎ 088-822-3503　　

認知症サポーター養成講座
認知症サポーターは、認知症について正しく理解し、認
知症の人や家族を温かく見守る応援者です。何か特別
なことをするわけではなく、認知症の人や家族にでき
る範囲でさりげなく支援します。

認知症サポーターになるには
『認知症サポーター養成講座』（1時間程度）を受講すれ
ばどなたでもなれます。講座を受講した方には、その
証しとして「オレンジリング」をお渡しします。
地域の集まりや会社などからの依頼でも出前講座を行っ
ています。講座希望の方を随時お待ちしております。

問い合わせ先：地域包括支援センター班　永吉・平石

町の中で

地域で

家庭・職場

不安そうにしている高齢者をみかけた
ら「お困りですか？」など声をかける

介護で疲れた様子の家族に、ねぎらいの
言葉をかける

認知症についての正しい知識を家族や
同僚に伝え、できることを考えてみる

※個人情報保護法により割愛いたします

氏  名 死 亡 日 性 住 所

（敬称略）

享年（満年齢）

安らかに
ご冥福をおいのりします

イベント情報募 集
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1 月
2 火
3 水 憲法記念日　穴内連休まつり
4 木 みどりの日	
5 金 こどもの日
6 土
7 日
8 月
9 火 ヘルスメイト推進教室（ふれあいセンター）

10 水 行政相談（農工センター）10：00～12：00／ふれあいデイ（ふれあいセンター）10：30～14：30
ポールウォーキング教室（ふれあいセンター）14：30～15：30／立川無医地区診療

11 木
12 金
13 土 特定健診・胸部・胃がん・大腸がん（ふれあいセンター）8：30～10：00（天坪・大杉・立川地区）
14 日 特定健診・胸部・胃がん・大腸がん（ふれあいセンター）8：30～10：00（西豊永・穴内・大田口地区）
15 月
16 火 久寿軒無医地区診療
17 水
18 木 いくちゃんのはつらつ健康運動教室（農工センター）18：30～20：00
19 金 よちよち（ふれあいセンター）10：00～12：00／ 狂犬病予防注射巡回
20 土 健康ウォーキング教室
21 日 狂犬病予防注射巡回	
22 月
23 火 狂犬病予防注射巡回　西峰無医地区診療
24 水 ふれあいデイ（ふれあいセンター）10：30～14：30
25 木 乳児すこやか健診（ふれあいセンター）13:00 ～
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水 固定資産税（１期）納付期限

1 木 １歳児・３歳児半すこやか健診（ふれあいセンター）13：00～
行政相談（農工センター）10：00～12：00／ 人権相談（農工センター）10：00～12：00

2 金
3 土 特定健診・胸部・胃がん・大腸がん（ふれあいセンター）8：30～10：00（東部・東豊永・西峯）
4 日
5 月
6 火
7 水

立 夏

小 満

芒 種

皐  月

水無月

ゆとりすと　　カレンダー平成 29 年




